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実生法によるチュ’一リップの育種学的研究

（1）一ろ．rニフ三年目実生に対する日長の影響

樋　浦　　巌　（育種学研究室）

Stud1es　on　the　Tu11p　Breed1ng　by　the　Seed11ng　Method

　（1）一3　Some　effects　of　day－1ength　on　the　growth

　　　of1st・，2nd－and3rd－year・o1d　tu11p　seed11ngs

　　　　　　　　　　by工wao　亘IURA

　　　　　　　　　ま　え　が　き

　実生のJu▽en・1e　Phaseの短縮をはかるための第一

段階として，これまで実生の生育経過を追跡してきた。

即ち先報1こ於て一年目実生の生育が気温により大きく影

響を受けその生育適温として15．C近辺の温度を仮定し

た。しかしこの仮定は実生を年間を通じて数度播種生育

せしめ，各々について生育結果と気象温度との関係を調

べることにより推測したものであった。この方法は今後

実際に実生育成を行う際には，その播種処理適期を考へ

る上に重要とは思われろが，目的とするJuveni1e　Pha・

Seの短縮をはかるためには，更に一歩進めて確実な実

生の生育適温を決定せねばならぬ。そして更に温度以外

の環境要素の組合せを考慮することにより問題を解く鍵

を求めねばならぬであろう。そこでこ㌧に報告するもの

は，先つ人工温下の実生生育を調べることにより実生生

育適温を決定し叉一方日長処理との組合せにより実生生

育相の受ける影響を調査せんとしたものである。

　　　　　　　　材料及方法

　I　一年目実生生育適温調査

　／956隼度父配種子（W1111am　P1tt　x　Montgomery）

を発芽予措し，芽生えたもの（O．5・卿）を小型根箱（18

x20×5cm）に播下した。一処理に対して二箱を用い，

一箱には6個体の実生を生育せしめるようにした。処理区

としては20。，／5◎，／0．C，の三区を考へ入工温を作った

が，実際にはこれらの温度区の維持は困難で，温度のふ

れが考へられたので，20oC区は20．C以上の温度を，10．C

区はげC以下の温度維持に努め，15oC区はその申間温度

を用いることにした。猶温度調節には市販のバイメタル

を用い根箱の根部のみを人工温下に保ち，地上部は外気

温下に露出させた。処理は目的の人工温度が外気温の．

影響を受けることの少い時期を見はからい20oC区及び

15．C区は1957年10月5／日，10oC区は／2月20目より始め

た。猶肥料は本学設定の肥料基準から算定したNPKを

硫安，過石，硫加を用い，その八割を基肥，残り二割を

遣肥とした。調査は播下後5日目毎に行った。

　皿　目長処理の影響調査

’温度はガラス室に於て／5oCより高い温度（20．C以上）

を維持することに努め，この温度下に於て長日と短日処

理を行った。照明時間は長日区は14時間，短日区はア時

間とし，マツダ100w電球一箇を垂直距離70cmの所につ

り下げ照明を行った、猶短日区については最初自然条件

にあったものを途申から短目条件に移した区（短日変区）

を付加した。叉との他に無加温，自然日長区（ガラス室

外）を設け㍍根箱は50不25x10cmの大いさで前面に

ガラスを傾斜して入れ，蓋をしたものである（写真参一

照）。供試材料は交配種子より得られた一年目，二年目，

三年目実生を用い，一処理区に対して，一年目実生は20

個体，二隼目実生は6個体，三年員実生は5～8個体を用

いた。臼長処理は萌芽のそ■ろった1958年1月／7日より始

め調査は7日目毎に行った。肥料は前墳実験と全く同様’

に行った。

　　　　　　　　　結　　　　果

　I一年目実生の生育適品調査　（F1g1）

　地上部（草丈）は高温区（20oC）に於て明かにその伸長早

く最大生畢期は播下後35目目にあらわれ，一方低温区

（10．C）及び15．C区は両者に差殆どなく，そρ最大生長期

は夫々65日目及び60日目にあらわれた。球柄の発生は高

温区最も早く，次いで低温区15oC区の煩序に始まり夫々

10日目，15日目，20日目であっアこ。球の形成は各区一様

に球柄の最大生長期前に始まり，高温区では播下後35日

目，15．C区は75日目，低温区は／60目目であった。そし

て出来上った球の大いさについては，’／デC区，低温区間
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については殆ど差はなく夫々036，0，35cmで高温区はこ

れらより小さく0．26Cmであった。叉球の形については，

15．C，高温区は殆ど同様に球状を示したのに対して低温

区は球柄の先端部全体が橿棒状にふくれたもの多く，球

状を呈するものは殆どみられなかった。一方根の佃長に

ついては高温区は他の二区に比べて早く停止するのをみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
た。以上は全て既報の結栗と一致するものであった。

　皿　目長処理の影響調査

　　A　一年目実生の生育　（Fig2）

　地上部（草丈）は長日，短日両区間に顕著な差は見ら

れなかっユた。か㌧る傾向は地下部器官の生育についても

全く同様で，Iの実験に於ける高温区と全く同一の様相

を示した。たゾ球の大いさについてのみ長日区が短日区

に比し梢々大なる傾向がみられた（長日区：0，36cm，短

日区026cm）。球の形は両区同一であった。

　　B　二年目実生の生育　（Fig．3）

　地上部の生育については，短日区：49日目（日長処理

開始後），長目区：アア日目に夫々最大生長期があらわれ

た。か㌧る傾向は球柄の生長にもみられ，第一球柄の発

生は長日区：／4日目，短日区：28日目に始まり，その最

大生長期は短日区　63日目，長日区　7ア日目にあらわれ，

第二球柄は短日区には形成されず長日区のみ63日目にあ

らわれ，91日目にその暴大生長期を示した。次に球形碑

に関レては，先づ長日区に於ては第一球（第一球柄に出

来た球）49日目，第二球（第二球柄に出来た泰）91日目

に形成始めがみられたのに対して短日区に於ては第一球

のみの形成がみられ，それは56日目で長目区の第一球形

成より梢々遅れた。そしてこれら球形成始期はいづれも

大体球柄の最大生長期以前であった。叉球の大いさにつ

いては，長目区では第一球：0．62・m，第二球：0．40・m

で短日区では第一球：0．30cmであった。以上に対して

白然環境下生育のものは，地上部，地下部両者について・

生育は殆ど楕死直前まで経続し（／0ア日目迄），夫々の最

大生長期は枯死直前にあらわれた。第一球柄の発生は35

日目，第二球柄は91日目に始り，叉球形成は第一球は98

日目，第二球は枯死直前に始りそして出来上った球の大

いさは，第一球：0．55cm，第二球：O．35cmであった。

叉短日処理を生育途申から始めた短目変区の場合をみる

に，地上部の生長については，91日目（処理開始後2／日

目）に最大生長期があらわれた。地下部については，第

一球柄について最大生長期／0ア日目，球形成始期9／日目

で，第二球柄は遥に形成されず，形成された第一球の大

いさは0．40cmであった。

　　q　三年目実隼の生育（F三g・4）’

　短日区については個体数がそろわず，判っきりした結

果はつかめなかったが，球の形成始期が球柄の最大生長
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期以前であることは一応うかゾわれた、

　長日区に関しては最大生長期は地上部については7ア日

目，地下部の球柄については，第一球柄：63日目つ第二

球柄ア7日目であった。猶第一球柄発生は／4日目，第二球

柄発生は56日目であった。球の形成始期については第一

1球：49日目，第二球1ア0日目で，それらの球の大いさは，

第一球：0．68cm，第二球：0．50cmであった。以上に対

して白然環境下生育のものは二隼目実生と同様に枯死直

前まで地上部，地下部ともに生長を続け，第一球柄は最

大生長期98日目にあらやれ，同時に球の形成が始っ仁。

第二球柄は枯死直前（10ア日目）にあらわれ同時に球の

形成が始った。、猶第一球柄の発生は28日目，第二球柄の．

発生は98日目であった。そして球の大いさは第一球：

0．54cポ第二球：0．25cmであった。叉短日変区の場合

をみるに，地上部は枯死直前まで生長を続けたのに対し

て，地下部の第一球柄には9／日目　（処理開始後2／日目）

に最大生長期カミあらわれたコ第二球柄は91日目にあらわ

れ．その生長は枯死まで経続した。球の形成は第一球：

9／日目，第二球：98日に始り，出来上った球の大いさは

第一球：0．50cm，第二球：0．45cmであった。

　　　　　　　　　一考　　　．察

　I一年目実生の生育適温

　高温区は地上，地下部ともにその生長速度最も早く，

低温区はその生長を長期にわたって経続した。その緕果，

球の形成始期は高温区最も早く，低温区は非常に遅れ，

そして出来上った球の大いさ或は形に差異が生じた。一

方／5．C区については生長速度は前二者の申等程度で最も’

良好な充実球を多く形成した。叉根に対する温度の影響

は高温区に於て著しく，早期の枯死がみられた。これは

20．C以上の温度に対するチユ［リップ自体の生育反応と

して今後更に検討されねばならぬものと思われた。更に

以上の諸結果から実生一年目を育成するにあたっ・て最も

充実した球を多く得るためには15．C近辺の生育温度が適1

していることを物語るものと思われ，実際に実生育成を

行うに当っては外気温が／5．C以下になる季節（松江近辺

では／0月以降）、に発芽種子を播下するよ咋工夫が必要

と考へられる。叉皿実験の結果をも考慮に入れることに

より，更にJuveni1e　Phaseの短縮化の間題解明g糸

口が見出されるものと思われる。

　皿　目長処理の影響調査

　　A　一年目実生の生育

　地上，地下部位の生育は日長の処理による’差は余り見

出されず，温度の影響が多く認められたが，概して長日

区が生育旺盛で出来上った球の大いさについて，梢々長

日区のものが大なる結果を示したpそこでこの差が次隼
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度に対してどのような結果としてあらわれるかと云う間

題が今後に残された。猶全般的に生育型は両処理区とも

にIの高温区型と類似していた。

　　B　二年目実生の生育

　地上部の生育については日長処理区は生育初期に最大

生長期を持ったのに対して，自然日長区ではそれが枯死

直前までなく生長が漸増経続された。そして更に目長処

理区について詳綱に検討してみるに，長日区は短日区に

比して最大生長期に達する速度遅くそのため日長の影響

として地上部の生長絶対量が短日区に優る結果を示すも

のと思われた。叉長日区と自然環境区との間では生長絶

対量では殆ど差は見出されなかったが，最大生長期の出

現が自然環境区に於ては枯死直前までみら・れなかった。一

これは長日区の生育温学が自然環境琴に比し高かかった

ためと思われ，その影響として最大生長期の早期出現を

み仁ものと考へられた。即ち最大生長期の出現は先づ温

度条件の影響を受け，更に日長条件により最大生長期の

出現の早晩が決定されるものと考へられた。これらの考

へ方は短日変区の結果からも納得がゆくものと思われ

る。即ちこの区は短日処理開始後間もなく最大生長期を

示したのに対して，短日処理を行わずそのま㌧白然環境

下にわかれたものは枯死直前まで最大生長期はあらわれ

なかった。一方地下部の器官の生育については，球柄の

発生について長目区と短日区との間に差異を示した。即

ち第二球柄の発生が長日区及び自然環境区にのみ認めら

れたことである。これは球柄の発生に対する日長の影響

が在存するものと考へられた。次に球の形成始期につい

て，球柄の最大生長との関係からながめると，・長日区は

球形成始期は球柄の最大生長期よりかなり早くあらわれ

（4週間前），短日区，自然環境区は短く（／週間前），短日

変区は同時であった。そして出来上った球の大いさにつ

いて長日区が最1も大きく，次いで自然環境区，短日変区，

短日区の噴であった。即ち地下部器官の生育についても

地上部の生育と同様の関係が考へられた。

　以上の考察から最も良好充実球を得るための条件とし

．て二隼目球にあっては，長日処主里に？いて更に今後の検

討が痛感された。

　　C　三隼目実生の生育

　地上部並に地下部各器官の生育について全般的にみて

二年目実生と同一の蹟向がみられ，長日区が他の諸区に

比べて生長良好で充実した球を形成した。たゾ異っ‘た点

ば短日変区に於て二年目実生では第二球柄の発生をみな

かったのに対し，三年目実生ではこれらの発生をみたこ

・とであった。この原因については更に詳細を再検せねば

ならぬが，外観殆ど二年目球と変らぬ三年目球の内部生

理的原因が考慮きれ，Juveni1e　Phaseの短縮化のより

どころの内在がうかがわれ，今後この方面に於ける検討

も痛感させられた。

　　　　　　　　　摘　　’要

　チューリヅプ実生のJu▽en11e　Phaseの短縮のための

基礎試料として一年目実生g生育適温を試験し，更に一，

二，三年目実生につき，日長がその生育に及ぼす影響を

調査した。

1．一年目実生の生育適温は仔C近辺にあることを再確

認した。

2・一年目実生の生育については1目長処理の影響より

も温度の影響が顕著である傾向を示した。

3．二年目及三年目実生の生育に対して日長処理の影醤

’は各々大体同一様にあらわれたg

　即ち　（I）最大生長期の出現の早晩に日長・温度両条

　　　　件の影響が考へられ，短日区は長日区に比して

　　　　早かった。

　　　　（1）生長量は長日区が短日区に優った。

　　　　（皿）短日処理によって第二球柄の形成はおき・え

　　　　られる傾向がみられた。

4．二，三年目実生の生育には長日条件（14時間照明）

が好影饗を与え，充実良好な球を形成した。
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